
 

大阪観光大学別科非常勤講師 公募 

 

機関名：大阪観光大学別科 

（留学生が高等教育機関に進学するために、１～２年間日本語を学ぶ機関です。） 

所在地：大阪観光大学別科（〒590-0493 大阪府泉南郡熊取町大久保南 5-3-1）  

勤務地：同上 

募集職種：別科非常勤講師 

授業内容：日本語科目（『総合日本語』『日本語試験対策』『文章表現』『口頭表現』『日本事情』）の授業 

授業時間：月曜日～金曜日（土日祝日、お盆休み、年末年始及び、学校が定めた休日を除く） 

①9:20～12:30（２コマ、途中１０分休憩を含む） 

           ②13:20～16:30（２コマ、途中１０分休憩を含む） 

     待遇：１コマ（90 分）＝4000 円 

          講義外手当（採点、添削、試験作成）=１時間あたり 1280 円 

          ※交通費全額支給 

募集人数：2～3 名（4 月からクラス増設のため募集いたします。） 

募集条件：●日本語教育有資格者 

             １．登録日本語教員の資格を保有されている方 

２．大学において日本語教員養成課程の主専攻または副専攻を修了した方 

             ３．日本語教師養成講座 420 時間コースを修了した方 

             ４．日本語教育能力検定試験に合格された方 

           ●上記授業時間①もしくは②の時間帯、あるいは両方ともに出講可能な方 

           ●2026 年 4 月１日から勤務が可能な方 

●日本語教育経験者、週２日以上勤務可能な方を優先します 

           ※初任者研修プログラムがありますので、未経験の方でもご活躍可能です。 

勤務開始日：2026 年 4 月１日～ 

  応募方法：履歴書、職務経歴書を下記に郵送するか、下記担当者にメール（PDF 形式）でご送付ください。 

書類提出先→〒590-0493 大阪府泉南郡熊取町大久保南 5-3-1 大阪観光大学別科 

                担当者→上田（n-ueda@tourism.ac.jp） 電話：072-453-8224 

         ※履歴書に勤務希望曜日、希望時間帯をご記入ください。 

選考方法：書類選考後、合格者にメールで連絡いたします。その後、面接、模擬授業にお越しいただきます。 

      締切：2026 年 3 月 13 日（金）（必着） 

   

大阪観光大学別科 教育理念・教育目標・教育方針： 次ページ以降に掲載しております。 

大阪観光大学別科ホームページ： https://tourism-bekka.com/ 

大阪観光大学別科公式 Youtube： http://www.youtube.com/@bekka-tv 
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大阪観光大学別科 教育理念 

日本語学習を通じて、自由を共に楽しみ、

社会を共に生きぬく 

 

大阪観光大学の理念である「自由を共に楽しみ、社会

を共に生きぬく」という精神のもとに、学生が日本語

の学習を通じて、自分がやりたいこと、好きなことを

発見できるように支援します。また、学生が日本にお

ける経験を通じて、仲間と協働し自らを発展させてい

く「楽しむ力」「生きぬく力」を身につけ、様々なこ

とに挑戦できるよう支援します。 

 

 

 



大阪観光大学別科 教育目標 

わたしたちは「自由を共に楽しむ力」「社会を共に生

きぬく力」を身につけ、自分がやりたいこと、好きな

ことを発見し、様々なことに挑戦します。 

①日本語学習を通じて、「他者と共に楽しみ、協働す

ることができる力」を身につけます。 

②日本語学習を通じて、「日本語を使って他者とコミ

ュニケーションができる力」を身につけます。 

③日本語学習を通じて、日本で学ぶ上で必要な「基本

的な日本語力」「アカデミック日本語」を身につけ

ます。 

④日本語を使ったコミュニケーション活動を通し、

「論理的思考力」「創造力」を身につけます。 

⑤日本語を使ったコミュニケーション活動を通し、 

「社会とのつながり」を意識し、「人間関係力」「異

文化・多文化を受容し理解する力」を身につけま

す。 



大阪観光大学別科 教育方針 

教員一人ひとりが学生を尊重し、学生の自

律学習を促し、自立した言語使用者になれ

るよう手助けをします。 

①教員は「日本語教育の参照枠における言語教育観の三つの柱」を意識し、学生を社会

の参画者として尊重して授業を行います。 

②教員は『日本語教育の参照枠』、『CEFR』の Cando を指標にし、学生が５技能（書く・

話す【やりとり】・話す【発表】・聞く・読む）における「自立した言語使用者」（B2

～B1）になれるように授業を行います。 

③教員は学生の「規範意識」「相互啓発力」「リーダーシップ」を養成するために、行動

中心アプローチの考え方を授業に取り入れ、活動を中心とした授業を行います。 

④教員は学生の「自発的に楽しく学ぶ」能力を養成するために、ポートフォリオ等を通

し、学生の学習に対する目標設定をサポートし、自律学習を促します。 

⑤教員は課程の到達目標を理解し、小テスト、定期試験、Cando 評価、また、ロールプ

レイや会話能力テストなどのパフォーマンス評価、学生の自己評価を通じて、学生の

５技能を正しく評価します。 


